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 地域日本語教育 
 基盤整備支援事業 

【概要】 
・期間：H25.4〜H27.3 
・地域：愛知県内 

・内容：実態調査、研修
機会の提供、各種情報
提供等 
 

【成果・課題】 
・県内約70の日本語教
室の実態を把握 
・非日本語学習者60名

へのインタビューから
ニーズ等を把握（継続
中） 

【参加者の声】 
・日本語教室の現状に
ついて、具体的に知る
ことができた。  

・量的な結果の表面よ
り、バイアスや主観論
だったとしても質的側面
の説明も欲しかった。  

私自身、地域の日本語教室で日本語を教えてきましたが、本事業を通じて多数の 
教室が後継者育成や学習者の獲得など、共通した課題を抱えていることが明確に 
わかりました。一方で、外国人住民への調査から、日本語学習の必要性を感じて 
いながら、忙しいことや、情報不足によって、勉強の機会を逃していることがわかり 
ました。また、数年のうちに母国へ帰るつもりの人、日本への定住を希望する人、 
日本で子育てをし続けたい人など、ニーズの多様化も浮き彫りになりました。 

外国人県民が日本語を習得し、生活上の「言葉
の壁」を乗り越えられるようになるための日本語
教育環境を整備する （あいちモリコロ基金助成事業） 

マルヤマ有美子 1 



  講師派遣 

【主なテーマ】 
・多文化共生とは 
・やさしい日本語 
・災害時対応 
・日本語教育 

 
 

【実績】 
・総数 
 51件 61回 
(内訳) 
 行政   19件 
 国流   17件 
 その他 15件 

【参加者の声】 
・「やさしい日本語」は
決して外国人のためだ
けのものではなことが
確認できた。 

・日本語教室のあり方
は、地域によって様々
なことを学んだ。  

昨年度、愛知県委託事業で開発したツール（手引き、スマホアプリ）を 
もとに「やさしい日本語」の普及啓発に取組みました。延べ約2,000人 
の受講があり、どの分野でも必要性が感じられました。（土井） 
今年度は高校からの講演依頼を複数いただきました。次世代を担う 
若者へのアプローチの機会が増えてきていることを嬉しく思います。（河村） 

土井佳彦 

各地での多文化共生への基礎理解や、テーマ別に
具体的な実践事例の紹介、今後の取組みについ
て考える場づくり等をサポートする。 
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 多文化スクール 

写真１ 

【概要】 
・期間：4月2～5月28日 
    (全12回) 
・会場：あいちNPO交流
プラザ、他 
・参加者：述べ65名 

【成果・課題】 
・単発での参加も可能と
したため、個別のテーマ
に関心のある人の参加
に結びついた 

・広報の遅れもあり、参
加者が定員に満たな
かった。 

【参加者の声】 
・仕事をしている中でい
ろいろな課題があります
が、多文化スクールに来
ることによって少しでも解
決できるように感じました。 

講座当日はもちろん、事前の講師との打ち合わせからも大きな学びを 
いただきました。（河村） 
今回の企画で今まであまり取り上げられていなかった分野の方を講師に 
お招きでき、その想いを参加者と共有することができました。東海地域の 
今の外国人事情をタイムリーに当事者たちから聞くことができたので、 
私にとっても勉強になる2カ月でした。（堀江） 河村槙子 堀江結 

東海地域で活躍する外国人や当事者から話を聞き、
多文化共生の担い手として、これからどのような取
り組みができるかを参加者同士で考える。 
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 「多文化共生を仕事 
 にする！」座談会 

写真１ 

【概要】 
・日時：①11月30日 
     ②12月15日 

・場所：名古屋市市民
活動推進センター、他 
・参加者： 
    ①9名、②10名 

【成果①】 
・「仕事」についての話
がきけるということで、
通常のイベントとは異な
る層の参加者（学生、
主婦等）にも参加しても
らうことができた。 

【成果②】 
・少人数での開催だっ
たため、参加者間でも
活発に意見交換がなさ
れ、ゲストを含めたその
後の継続的な交流につ
ながっている。 

多文化共生を仕事にしたいと考えている人が予想していたよりも多く、座談会 
を開催する意義を感じました。（河村） 
参加者の中に多文化共生分野で活動をしている学生が多かったです。 
多文化共生を仕事にしている人の声を聞く機会があまりないで、既に想いを 
形にしている当事者の方たちとの出会いは、学生たちの熱い想いを後押し 
することができた企画だったのではないかと思います。（堀江） 

多文化共生社会づくりに寄与する仕事を志す人
を対象に、具体的な仕事のイメージを描いてもら
えるよう、先輩の体験談を聞く機会を提供。 

河村槙子 堀江結 4 



 安全・安心のための 
 顔の見える関係づくり事業 

【概要】 
・期間：H25.6〜H26.3 
・地域：西尾市、豊田市、 
     豊橋市 
 

＊外国人との共生を考え
る会、NPO法人トルシーダ、
NPO法人フロンティアとよ
はしとのJVにて受託 

【成果・課題】 
・地域住民に災害時外
国人対応の視点をもっ
てもらえた 

・３つの異なるアプロー
チを示せた 

・豊田市での次年度事
業につながった 

【地域住民の声】 
・言葉がしゃべれ な

かったら接点がもてな
いと思い込んでいた。  

・こんなにたくさんの外
国人がいるのを知らな
かった。意識するように
なれば受入れ ると思う。  

外国籍住民と共に考えるという視点から様々なひと、世代で考えることで互いに 
気付いていなかった課題や良いアイデアを多く生み出すことが出来ることを事業 
に関わった皆が気づいたように感じました。自分自身も今事業での経験を活かし 
て、事業後に多文化共生推進の活動を実施することが出来ています。担い手の 
ひとりになれるように成長しようとしています。  

外国人も日本人もお互いに顔の見え
る関係を つくり、様々な担い手が活

躍できる地域づくりを促すモデル事
業を実施。 （愛知県委託事業） 
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 外国人コミュニティ 
 サポート事業 

【概要】 
・期間：H25.6～H26.5 
・支援団体数：4団体 

・支援内容：助成金報
告書の作成、定款の作
成、会計等 
 
 

【成果・課題】 
・どのような支援が必要
であるかをヒアリングを
通じて把握し、専門家
につなぐことができた 

・継続的な支援のあり
方については要検討。 
 

【参加者の声】 
・助成金についていろ
いろ知りたいと思った時
に、具体的なアドバイス
をしてもらえたのでス
ムーズに書類を書くこと
ができました。 

個々の団体にしっかりヒアリングを行い、それぞれの実情に合わせた支援を行いまし
た。複数の団体からの共通の困りごとに関しては、テキスト等の支援ツールの作成が 
必要だと感じています。次年度以降は、それらのツール作成にも取り組んでいきたいと 
思います。（河村） 

書類の作成など、外国人自助組織の活動をサポー
トすることで、外国人の社会参画を促す。 
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 情報発信 

【ニュースレター】 
・発行 第10,11号 
・発行数 各600部 
 

【facebookページ】 
・投稿数 4,571件 
・いいね！739( ’12:437) 
【ブログ】 
・投稿数 53件 (‘12:49) 

【読者の声】 
・facebookは文字通り

相手の顔が見えやすい
し、気軽にアクションで
きるから双方向になり
やすい。 

・ニュースレターは毎回
読み応えがあります！ 

東海地域で活躍する方たちの活動や想いを伝える為の言葉選びは難しいものが 
ありますが、完成したニュースレターを見るたびにいつも何とも言えない喜びを感 
じています。また、取材を通して、今まで繋がれなかった団体や個人の方と出会え 
ることも私にとって良い経験になっています。 （堀江:NL10号編集長） 
 
 
 
第11号ではたくさんのつながりにより支えられていることを実感した当団体5周年 
記念祭の報告を掲載するとともに、ニュースレターも活動をともにしている方への 
新たな切り口でのインタビューなど、人のつながりによってできているということを 
実感しました。（松田：NL11号編集長） 

多文化共生に関する情報を不特定多数の人に発
信し、日常における多文化共生の認知度・理解度
を高める。 

堀江 結 

松田 薫 7 



 多文化共生 
 人材育成事業 

【委託事業】 
①岡崎市災害時ボラン
ティア養成事業 

②四日市市日本語ボラ
ンティア研修 
③NPO法人シェイクハ

ンズ日本語ボランティア
研修 

【参加者】 
①約70名 
②約70名 
③約120名 
 
 
 

【参加者の声】 

・日々訓練が必要だ
と思った。 

・「避難所巡回」の際
には緊張感をもって
やれるとよかった。  

各種研修や意見交換、ネットワーキング等を通じて
今後の多文化共生推進を担う人材を育成する。 

岡崎市では、現地NPOとの協力関係が深まり、徐々にノウハウを共有していくこと 
ができています。各地で、「基礎理解講座」「体験講座」「実践講座」といったステップ 
を踏んで着実に防災力を上げていけるようなプログラムを提案・実施していきたいと 
思います。日本語ボランティア研修については、具体的な目的・目標に向けて、その 
成果を明示できるようなサポートの必要性を感じています。 

土井佳彦 8 



 外国人住民のための 

 「なんでも相談」相談員の育成講座  

【概要】 
・期間：H25.11〜H26.3 
・全５回 
 

【テーマ】 
外国人相談の必要性
／労働問題／女性の
権利とエンパワメント／
若者と地域社会／難民 

【成果】 
・参加者：延べ約80名 
・ネットワークの拡充 
【課題】 

・相談対応初心者や若
者の参加少 

・今後の活動へのつな
がりづくり 

【参加者の声】 
・外国人が支援を受け
るだけでなく、自分たち
で得た情報をもとに、地
域で活かせる場面を築
いていくことが大事と言
う点に納得。 

外国人相談員の育成と、相談に
関わる人達をサポートできるボラ
ンティアを育成。  

開始前に想定した以上に、行政機関の相談員の方々からのご参加が多く（とくに 
多かったのは女性相談員）、相談員の方々が情報を入手したり、対応について相 
談したりする場所を必要されている事を痛感しました。また、講師としてNPO団体 
のみなさんにおこし頂き、参加者に現場からみた現状を発信して頂く場にもなった 
と思います。 

後藤美樹 9 



 その他の事業等 

【参加】 
・第3回社会イノベー
ター公志園出場 
・NPOと行政の地域円
卓会議（愛知県） 
・NPOリーダー研修 
・国際協力カレッジ、  
          ほか 

【翻訳協力】 

・豊田市「とよた緊急
メール」 

・名古屋市「生活ガイ
ドブック」 
 
 

【その他】 
・中村区人権講座「ハ
ラールフードを食べて
みよう」（委託） 

・港みなみ日本語教室
料理講座への講師紹
介、ほか 

社会イノベーター公志園への参加を通じて、改めて多文化共生推進における 
個人の想いを強くしました。また、全国各地のチャレンジャーや国内トップ企業 
の経営者等とのつながりができ、今後の事業に生かしていくとともに、東海地域 
からの新たな社会イノベーターの輩出にも貢献したいと思います。（土井） 
NPOと行政の地域円卓会議では、教育、福祉などの分野を超えて多文化共生 
に取り組むことの重要性を強く感じました。（河村） 

他団体主催事業への参加等を通じて、当団体のノ
ウハウを国内外で広く共有し、社会全体での多文
化共生推進に貢献する。 

土井佳彦 河村槙子 10 



 〜EXTRA〜 
 法人化５周年感謝祭 

【概要】 
・日時：2014年１月12日 
・会場：名古屋YWCA 
・参加者：約100名 

・内容：５年間の活動ふ
りかえりムービー、たぶ
んかビンゴ、ほか 
 

【参加者の声①】 
・ものすごく濃い 5 年
だった と思いますが、
次の 5 年も がんばって
ください。応援 していき
ます。  
・50 周年まで がんばろ
う!!  

【参加者の声②】 
・みんなが生 きやすい
社会になる様に みんな
で頑張りましょう。  
・東海発、全国発信 最
高に盛り上げて いきま
しょう!  

この機会を通じて、これまでの皆様の温かいご支援・ご指導にお礼を申し上げることが
できたことをうれしく思います。 そして、当団体とかかわりのある方々がつながり合う場
になったことも、今後の多文化共生推進に役立ったように思います。 無我夢中だった 
5 年が終わり、今後は一歩一歩、着実に目指す社会像に近づくよう精進してまいりま
す。 
 
5 周年を迎えることができたのは、皆さまの支えがあってこそです。今後も多文化共生

リソースセンター東海が皆さまにとって出会いの場であるとともに、中間支援組織とし
て課題解 決の一助を担える団体であるように力を尽くしていきたいと思います。これ
からの 5 年間はこれまでの 5 年間よりさらに 飛躍が期待されていることと思います。こ
れまで以上に皆さまとのつながりを大切に、一歩一歩着実に前進して参ります。 

2009年10月にNPO法人の認証を受け、５年が 
経過。これまでのご愛顧に感謝するとともに、 
今後の発展を誓って感謝祭を開催。 

土井佳彦 

河村槙子 
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[税込]（単位：円）

科　目
 Ⅰ経常収益
　１．受取会費
      団体会員会費収益 40,000 
      正会員受取会費 75,000 
      賛助会員受取会費 9,000 124,000 
　２．受取寄付金
      受取寄付金 1,443,725 1,443,725 
　３．受取助成金等
      受取助成金 1,457,568 1,457,568 
　４．事業収益
      事業  収益 8,221,747 8,221,747 
　５．その他収益
      その他収益 21,784 
      受取利息 676 22,460 
        経常収益  計 11,269,500 
Ⅱ経常費用
　１．事業費
    (1)人件費
      給料  手当 5,507,317 
      法定福利費 457,636 
      通　勤　費 439,177 
　　　　　人件費　計 6,404,130 
　　(2)その他経費
      諸　謝　金 1,465,413 
      印刷製本費 162,088 
      会　議　費 2,118 
   　 旅費交通費 1,042,933 
　　　通信運搬費 186,606 
      消耗品　費 618,747 
      地代　家賃 41,553 
      賃　借　料 38,110 
      租税　公課 202,300 
      保　険　料 8,710 
      研　修　費 2,000 
      支払手数料 29,285 
      支払寄附金 132,613 
      雑　　　費 4,000
　　　　　その他経費　計 3,936,476 
            事業費  計 10,340,606
　２．管理費
　　(1)人件費
      給料  手当 632,183 
      通　勤　費 96,834 
      法定福利費 114,530 
　　　　　人件費　計 843,547 
　　(2)その他経費
　　　印刷製本費 27 
      会  議  費 396 
      旅費交通費 3,815 
      通信運搬費 9,954 
      消耗品費 41,701 
      地代  家賃 319,885 
      水道光熱費 88,654 
　　　接待交際費 5,966 
      諸　会　費 20,000 
      管理  諸費 294,450 
      支払手数料 6,481 
      支払　利息 37,567 
      雑      費 735 
　　　　　その他経費　計 829,631 
　　　　　　　管理費　計 1,673,178
　　　　　　経常費用　計 12,013,784 
　　　　税引前当期正味財産増減額 △ 744,284 
　　　　法人税、住民税及び事業税 68,636 
            当期正味財産増加額 △ 812,920 
            前期繰越正味財産額 △ 86,633 
            当期正味財産合計 △ 899,553 
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[税込]（単位：円）

全事業所

  【流動資産】
    （現金・預金）
      現　　　金 120,351 
      普通　預金 3,496,686 
        現金・預金 計 3,617,037 
    （売上債権）
      未　収　金 89,343 
        売上債権 計 89,343 
    （その他流動資産）
      前払　費用 30,834 
      未収　収益 538,200 
        その他流動資産  計 569,034 
          流動資産合計 4,275,414 
  【固定資産】
    （投資その他の資産）
      敷　　　金 171,300 
        投資その他の資産  計 171,300 
          固定資産合計 171,300 
            資産の部  合計 4,446,714 

  【流動負債】
    未　払　金 488,995 
    前　受　金 3,876,272 
    短期借入金 305,000 
      流動負債  計 4,670,267 
  【固定負債】
    長期借入金 676,000 
      固定負債  計 676,000 
        負債の部  合計 5,346,267 

  【正味財産】
    前期繰越正味財産額 △ 86,633 
    当期正味財産増減額 △ 812,920 
      正味財産　計 △ 899,553 
        正味財産の部  合計 △ 899,553 
          負債・正味財産合計 4,446,714 
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[税込]（単位：円）

全事業所

  【流動資産】
    （現金・預金）
      現　　　金 120,351 
      普通　預金 3,496,686 
        三菱東京UFJ (3,496,686)
        現金・預金 計 3,617,037 
    （売上債権）
      未　収　金 89,343 
        売上債権 計 89,343 
    （その他流動資産）
      前払　費用 30,834 
      未収　収益 538,200 
        その他流動資産  計 569,034 
          流動資産合計 4,275,414 
  【固定資産】
    （投資その他の資産）
      敷　　　金 171,300 
        投資その他の資産  計 171,300 
          固定資産合計 171,300 
            資産の部  合計 4,446,714 

  【流動負債】
    未　払　金 488,995 
    前　受　金 3,876,272 
    短期借入金 305,000 
      流動負債  計 4,670,267 
  【固定負債】
    長期借入金 676,000 
      固定負債  計 676,000 
        負債の部  合計 5,346,267 

        正味財産 △ 899,553 

14

NPO法人多文化共生リソースセンター東海
2014年 5月31日 現在

財　産　目　録

《資産の部》

《負債の部》



【重要な会計方針】
　財務諸表の作成は、ＮＰＯ法人会計基準（2010年７月20日　2011年11月20日一部改正　ＮＰＯ法人
会計基準協議会）によっています。

(1).消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

【事業別損益の状況】
　事業別損益の状況は、別紙のとおりである。

【使途等が制約された寄付等の内訳】
[税込]（単位：円）

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
あいちモリコロ基金 1,257,568 1,257,568 0
真如苑助成金 200,000 200,000 0

合計 1,457,568 1,457,568 0

【借入金の増減内訳】
[税込]（単位：円）

科目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
短期借入金 305,000 305,000
長期借入金 1,300,000 624,000 676,000

合計 1,605,000 0 624,000 981,000

【役員及びその近親者との取引の内容】
　役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

[税込]（単位：円）

科目 財務諸表に計上された金額 内役員及び近親者との取引

（活動計算書）
受取寄附金 1,443,275 1,369,725

活動計算書計 1,443,275 1,369,725

15

財務諸表の注記
2014年 5月31日 現在NPO法人多文化共生リソースセンター東海

備考



 2014年度 事業計画 
１．多文化共生理解促進事業 

１）地域日本語教育基盤整備支援事業(あいちモリコロ基金)  
  昨年度の同事業調査結果にもとづいた研修会の実施等。 
 

２）多文化スクール（第２期） 
  多文化共生に関する連続講座や団体を巡る現場ツアー等の開催。  
 

３）講師派遣 
  多文化共生に関する研修会やセミナー等に講師を派遣。 
 

４）多文化映画祭（名古屋都市センターまちづくり助成事業） NEW 
  多文化共生について考える映画の上映会（３日連続）を開催。 

２．外国人住民の社会参画促進事業 
１）外国人コミュニティサポート事業  
  外国人主体のNPOに対する運営や各種申請相談対応。 
 

２）よっかいち日本語学習支援事業（委託） NEW 
  日本語ボランティアによる学習者の日本語能力レベルの把握や、適切な 
   教材や学習方法の提供等を通じた日本語学習支援の仕組みづくり。 
 

４．「外国につながる子ども」の健全育成に関する事業 
１）障がいを抱える外国にルーツをもつ子どもサポーター 
     スキルアップ研修 （AIA国際交流推進事業費及び東海地域 
  NGO活動助成金助成事業） NEW 
  障がいを抱える外国にルーツのある子どもを支援するNPOスタッフ、 
       教員等を対象に、指導スキルの向上を目的とした研修を実施 。 
 

２）外国にルーツのある子ども（外国人児童生徒）の発達障害 
     に関する調査事業（あいち深堀ファンド助成事業）  NEW 
  外国にルーツのある子どもの発達障害の現状を調査する。  

３．多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築事業 
１）facebookページによる多文化情報発信事業  
  多文化共生に関するニュースや行政情報、イベント案内等を配信。 

５．その他、上記の目的達成に必要な事業 
１）ニュースレターの発行 
  『たぶんか便り』第12,13,14,15号発行 
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[税込]（単位：円）
自 2014年 6月 1日  至 2015年 5月31日

科　目 今年度予算(B)
 Ⅰ経常収益
　１．受取会費
      正会員受取会費 150,000 5,000円×30人
      賛助会員受取会費 90,000 3,000円×30人
      団体会員会費収益 80,000 20,000円×4団体
　２．受取寄付金
      受取寄付金 1,050,000 事業による寄付を含む
　３．受取助成金等
      受取助成金 4,395,000 真如苑、あいちモリコロ基金、名古屋都市センター等
　４．事業収益
      事業  収益 3,224,850 講師派遣、委託事業、自主事業等
　５．その他収益
      その他収益 0
      受取利息 0
        経常収益  計 8,989,850
Ⅱ経常費用
　１．事業費
    (1)人件費
      給料  手当 3,030,902 職員、アルバイト給与
      法定福利費
      通　勤　費
　　　　　人件費　計 3,030,902
　　(2)その他経費
      通　信　費 196,217 インターネット、電話代、郵送費
　　　業務委託費 1,100,000 HP作成費等
      諸　謝　金 1,334,000 外部講師謝金等
      旅費交通費 610,785 職員、アルバイト交通費
      会　議　費
      地代　家賃
      賃　借　料 285,000 映画上映料、会場代等
      消耗品　費 94,744 文具、インク代等
      水光熱　費
      印刷製本費 81,700
      租税　公課 120,000 消費税等
      保　険　料 10,000 イベント保険
      支払手数料 25,000
      広告宣伝費
      雑　　　費 10,000
　　　　　その他経費　計 3,867,446
            事業費  計 6,898,348
　２．管理費
　　(1)人件費
      給料  手当 681,348 職員給与
      通　勤　費 330,000 職員通勤費
      法定福利費 246,516 職員社会保険代等
      福利厚生費
　　　　　人件費　計 1,257,864
　　(2)その他経費
      通  信  費
      水道光熱費 72,000 YWCAビル12ヶ月分
      旅費交通費
      会  議  費
      事務用消耗品費
      修  繕  費
      地代  家賃 370,008 YWCAビル12ヶ月分
      諸　会　費 20,000
      租税  公課 70,000 法人税、印紙代等
      支払手数料 5,000
      管理  諸費 278,200 税理士報酬
      支払　利息 14,481 返済表より
      雑      費
　　　　　その他経費　計 829,689
　　　　　　　管理費　計 2,087,553
　　　　　　経常費用　計 8,985,901
　　　　　　当期経常増減額 3,949
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活動予算書
NPO法人多文化共生リソースセンター東海

予算備考



 役員改選 

【再任】 

【退任】 

役 名 氏 名 現 職 等 

代表理事 土井 佳彦 NPO法人多文化共生リソースセンター 東海 

副代表理事 佐藤 槙子 NPO法人多文化共生リソースセンター 東海 事務局長 

理  事 大島 ヴィルジニア ユミ 多国籍青年による法律勉強会パザパ 副代表 

理  事 河村 八千子 NPO法人フロンティアとよはし 理事長 

理  事 関戸 美惠子 一般社団法人SR連携プラットフォーム 代表理事 

理  事 田村 太郎 NPO法人多文化共生センター大阪 代表理事 

監  事 市來 圭 NPO法人ぎふNPOセンター フェロー 

役 名 氏 名 現 職 等 

副代表理事 後藤 美樹 外国人ヘルプライン東海，フィリピン人移住者センター 
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